
 令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

授業デザイン FIRST STEP Vol.１ ―「問いや計画などを共有する」編― 
 

１ 生徒と「問いや計画などを共有する」目的は？ 
 

 

 

 
問いや計画など…単元を貫く問いや単元の学習計画（単元で身に付けたい資質・能力、単元の学習の流れ、めあて・小単 

元の問い・各次の問い等）、評価の計画（評価場面、評価方法等）、評価の結果を指しています。 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

２ 生徒と「問いや計画などを共有する」際に、教師が指導上留意すること【具体例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県教育委員会『授業づくりのステップ １・２・３ Vol.１』、国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』（以下『参考資料』）等を基に作成  

特に、各生徒が次の機会をもつことができるよう、留意しましょう。 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所『参考資料』p.90 

① 問いの追究や解決のために必要なことを考える機会 

② めあてを立てる機会 

③ 達成状況等を自己評価したり教師や他の生徒等による評価を得たりする機会 

以下に示す『参考資料』の「単元振り返りシート」を活用した例を見てみましょう。  

 

【毎時の導入】 
めあてを立てる機会を設け
ます。 

単元を貫く問いに対する
答えを予想したり問いの
追究や解決に役立ちそう
な既習事項を考えたりし
ましょう。 

【単元の導入】 
問いの追究や解決のために
必要なことを考える機会を
設けます。 

① 

① 

② 

本事例では、教師が各次
の問いを提示しています。
この場合、以下の手順
で、めあてを立てるように
促しましょう。 
ⅰ 各次の問いの追究や
解決のために、「本時
で明らかにしたいこ
と」を考える。 

ⅱ 「本時で明らかにした
いこと」を基に、めあ
てを立てる。 

立てためあては、ノートや
１人１台端末に記入する
ように促しましょう。 

 

② 

③ 

【振り返り】 
達成状況等を自己評価した
り教師や他の生徒等による
評価を得たりする機会を設
けます。 

③ 

学習を振り返って気付い
たことと、単元を貫く問い
との関連を考えるように促
しましょう。また、「指導に
生かす評価」の結果を伝
え、生徒が自身のよい点
や改善点に気付くことが
できるようにしましょう。 

生徒一人一人が、問いの追究や解決へ向けて、目的意識や学習の進め方の見通しをもち、

主体的に深く学ぶためです。 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_shakai.pdf

